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Lake Biwa

Otsu City

１．自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて

２．大津市ＤＸ戦略の進捗状況の報告について
• DX戦略事業の推進
• 重点分野の推進
• ポケットおおつについて

３．生成AIの利用について
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Lake Biwa

Otsu City

1.自治体情報システム標準化の
進捗状況の報告ついて
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Lake Biwa

Otsu City

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（1）自治体情報システム標準化と目的

 地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和三年法律第四十号）(令和3年9月1日施行)

 地方公共団体情報システム標準化基本方針（令和4年10月7日閣議決定）

令和7年度末までに20業務を標準化基準に適合した基幹業務システムの利用を義務付け

自治体情報システムの統一・標準化の取組により、地方公共団体が情報システムを個別に開発することによる
人的・財政的負担を軽減し、地域の実情に即した住民サービスの向上に注力できるようにするとともに、新たな
サービスの迅速な展開を可能とすることを目指している。 【抜粋】令和5年9月 標準化基本方針より
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Lake Biwa

Otsu City

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（1）自治体情報システム標準化と目的

 地方公共団体情報システム標準化基本方針の改定（令和6年12月24日閣議決定）

• 事業者のリソースひっ迫などの事情により、2026年度以降の移行とならざるを得ないことが

具体化したシステムについて、「特定移行支援システム」とする

• デジタル基盤改革支援基金の設置年限（2025年度末）について、5年延⾧を目途に検討

 地方公共団体情報システム機構法改正（平成二十五年法律第二十九号）（令和7年5月16日施行）

• 令和7年度末までの移行を原則としつつ、デジタル基盤改革支援基金の設置年限を

令和8年3月31日から令和13年3月31日に延⾧
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Lake Biwa

Otsu City

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（2）標準化対象業務について

標準化対象業務は、「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」第2条第1項で定められています。
具体的には、以下の20業務となる。

所管課事務名№所管課事務名№

保険年金課国民健康保険11戸籍住民課住民基本台帳1

保険年金課国民年金12戸籍住民課戸籍2

保険年金課後期高齢者医療13戸籍住民課戸籍の附票3

介護保険課介護保険14戸籍住民課印鑑登録4

健康推進課・母子保健課健康管理15選挙管理委員会事務局選挙人名簿管理5

障害福祉課障害者福祉16資産税課固定資産税6

生活福祉課生活保護17市民税課個人住民税7

子育て支援給付課児童手当18市民税課法人住民税8

子育て支援給付課児童扶養手当19市民税課軽自動車税9

保育入所課子ども・子育て支援20学校教育課就学10
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Lake Biwa

Otsu City

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（3）自治体情報システム標準化の効果

詳細効果・メリット

標準化・共通化を進めることで、業務プロセスの見直し（BPR※1）による
事務の効率化が期待できる。行政運営の効率化

開発の効率化が図られ、将来的にシステム開発費の低減が期待できます。
また、システムのアップデート、システム改修にかかるコストの削減も可能になる。システム開発・運用のコスト削減

全自治体のシステムで扱うデータのレイアウトが統一されることで、データ連携が容易となり、これに
より全国的な施策の早期実施が可能となる。データの連携・一元管理

異なる自治体同士でのデータ連携やサービス連携が可能になり、自治体をまたいだ住民サービス利
用の可能性がある。住民の利便性向上

システム開発事業者間の競争が起こり、価格競争などの効果が見込め、また、いわゆるベンダロック
イン※2の解消にもつながる。

システムの開発事業者間の競争
の促進

※1 BPR
「Business Process Re-engineering」の略で、「ビ―ピーアール」と呼びます。現状の業務やサービスのプロセスについて、目的志向で業務フローや組織構造、

情報システムなどを再構築することを指します。
※2 ベンダロックイン

導入したシステムの仕様が特定の開発事業者しか対応できないことで、システム更新時も同じ事業者が引き続きシステムを受注し続けること。
他のベンダに切り替えることが困難であること。
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Lake Biwa

Otsu City

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（4）本市の進捗状況

移行時期契約事業者事務名№

令和8年１月移行済

富士通住民基本台帳1

富士通印鑑登録2

富士通国民年金3

日立固定資産税4

日立個人住民税5

日立法人住民税6

日立軽自動車税7

ムサシ選挙人名簿管理8

トーテック・アメニティ健康管理9

北日本コンピュータ生活保護10

【移行済】
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Lake Biwa

Otsu City

移行時期契約事業者事務名№

令和9年1月移行予定

富士通介護保険1

富士通後期高齢者医療2

富士通障がい者福祉3

【実施中】

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（4）本市の進捗状況
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Lake Biwa

Otsu City

移行時期（予定）現行開発事業者事務名№

令和8年度契約
令和10年3月末移行

富士通戸籍1

富士通戸籍の附票2

富士通国民健康保険3

富士通就学4

令和9年度契約
令和11年3月末移行

富士通児童手当5

富士通児童扶養手当6

富士通子ども・子育て支援7

【今後実施予定】

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（4）本市の進捗状況
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Lake Biwa

Otsu City

【特定移行支援システム】（令和7年10月末現在）

自治体情報システム標準化の進捗状況の報告ついて
（5）その他

 標準化の対象となる全34,592システムのうち、令和７年10月末時点で、5,009システム（14.5％）が

特定移行支援システムに該当する見込み（令和７年９月30日公表時点から＋1,239システム）。

 特定移行支援システムを有する団体数は1,788団体のうち743団体（41.6％）

団体数システム数分類

744現行システムがメインフレームで運用されているもの事由1

31197現行システムがパッケージシステムではない個別開発システムで運用されているもの事由2

98184現行事業者が標準準拠システムの開発を行わないとしているシステムであり、かつ
代替システム調達の見込みが立たないもの事由3

6994,584事業者のリソースひっ迫による開発又は移行作業等の遅延の影響を受けるもの事由4

7435,009合計
（全34,592システムの内14.5％）
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２．大津市ＤＸ戦略の進捗状況の
報告について
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大津市DX戦略の概要

・令和６年度から令和１０年度を計画期間
・国の政策・計画及び技術革新を注視しつつ、
毎年度、指標評価を進め、必要に応じて事業
の見直しを図る。

Lake Biwa

基本姿勢

 全職員で進めるDX

 利用者の視点に立って進めるDX

 情報セキュリティの確保を前提としたDX

市民ニーズや業務内容に最も精通する各事業の担当職員が、課題やアイ
デアを積極的に出し、その実現に向けて全庁で協力してDXを進めます。

サービスを提供する行政の視点ではなく、サービスを享受する利用者の視点
でサービスを設計する「サービスデザイン思考」を意識してDXを進めます。

市民の個人情報等に対して十分な情報セキュリティ対策を講じながらDXを
進めます。

大津市ＤＸ戦略の進捗状況の報告について
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個別事業ごとの指標の設定及び評価

・8つのテーマと各テーマの中に全26のDXの取組を展開
・これらの取組に紐づく事業について、指標を設定し、毎年度、その指標評価にもとづく
事業の見直しを図っていく。

Lake Biwa

大津市ＤＸ戦略の進捗状況の報告について
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市民サービス軸の重点分野

・市民サービス軸の重点分野は、「大津市総合計画第２期実行計画リーディングプロジェ
クト」と「デジタル社会の実現に向けた重点計画」をもとに5つの分野を設定
・重点分野におけるDX推進は、政策目標と実施事業のつながりを体系的に整理・可視化し
たうえで、各事業の効果検証をしながら進めていく。

Lake Biwa

大津市ＤＸ戦略の進捗状況の報告について
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取組事項

・DX戦略事業を推進していく中で、［１］指標を最適化するとともに、［２］各事業の進
捗評価及び新規事業を把握した。
・重点分野の推進では、［３］子ども分野において試行的に適用していく事業を選定。

Lake Biwa

大津市ＤＸ戦略の進捗状況の報告について
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DX戦略事業の推進
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Lake Biwa

・令和６年度包括外部監査報告書「大津市のデジタル化推進に係る事務事業の現状と課題
について」により、DX戦略事業の指標の一部を見直し（設定）するよう指摘されたことか
ら、以下のとおり対応する。

［１］指標の最適化

包括外部監査→指標の精査・見直し方針
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・指標設定が任意の事業を除き、全ての事業の指標を設定完了

・より良い指標の設定に向けて一部事業の指標の見直し、指標の追加を実施

Lake Biwa

指標の精査・見直し状況
［1］指標の最適化 指標設定任意

指標未設定の指標設定

指標の修正

指標の追加
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Lake Biwa

照会・回答
システム

ノーコード・ローコードツール

「プリザンター」

各課がExcelで提出したものをDX推進室が
ひとつのExcelに集約

データの入力・閲覧・集約・ダウンロード
が可能なプリザンターを活用

Before
令和６年度の管理方法

After
令和７年度の管理方法

DX戦略事業管理の効率化
［２］進捗管理・評価

担当課

①回答用Excelを
ダウンロード

②Excelに

回答結果を入力

③インポート ④各課の回答データ
をダウンロード

DX推進室

⑤ひとつの

Excelに集約

担当課 DX推進室

①プリザンターに

回答結果を直接入力
②集約されたデータ
をダウンロード

２つのステップ
に短縮

・DX戦略事業の進捗管理及び照会方法を効率化し、進捗管理・照会回答の負担を軽減
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・指標を設定している事業の達成状況を評価（別添：資料1-2を参照）→事業毎の指標や内容の見直し

・DXの取組毎に指標達成度を評価 →取組毎の強みや弱みの分析

Lake Biwa

指標
達成度※

評価
指標数

関連
事業数

主要
事業数

DXの取組テーマ

63.2%19591 手続きのオンライン化の拡充

75.0%413
2 窓口や施設のキャッシュレス決

済の拡充

55.6%4522193 市民接点の多様化・高度化

60.0%20618
4 ローコードツールやRPA、各種

ツールを活用したBPRの推進

50.0%2115 テレワークの推進

66.7%3216 ペーパレス化

50.0%2117 市民の行政参画手法の多様化

50.0%4228 マイナンバーカード利活用の促進

50.0%8659 情報発信・提供の最適化

100.0%302
10 中小企業・小規模事業者のDX 

推進支援

50.0%20211  農林水産業におけるDX推進支援

66.7%31112  デジタルデバイドの解消

100.0%11113 オープンデータの推進

71.4%75414 自治体保有データの利活用

設定無00115 産学と連携したデータの利活用

指標
達成度※

評価
指標数

関連
事業数

主要
事業数

DXの取組テーマ

100.0%11116 自治体情報システムの標準化・
共通化

50.0%5246017 外部クラウドサービス（SaaS)
の活用

75.0%89118 AI活用の推進

100.0%43619 デジタル化を支えるインフラの
整備・サービスの維持

50.0%22120 先端技術の活用領域の調査・検
討

設定無030
21 情報セキュリティ体制の強化

設定無030
22 適正な情報セキュリティルー

ル・対策・運用の維持

100.0%11123 DX人材の育成

設定無01124  外部デジタル人材の活用

100.0%12025 アイデア創出・実行のための組
織横断的な取組の推進

66.7%341

26 EBPMによる政策立案・評価・
改善の運用

令和6年度事業の進捗評価
［２］進捗管理・評価
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※指標達成度は主要事業及び関連事業の評価指標数のうち目標値を達成した割合をDXの取組毎に算出したもの

82事業 20



Lake Biwa

継続事業の実績事例
ノーコード・ローコードツールの活用

【事業概要】
プログラミング技術に関する深い知見や知識がなくても、画面上の簡単な操作で容易にシステムを作ることが

できる開発ツールである、ノーコード・ローコードツールの活用を通じて業務効率化を図る。

【成果と予定】

所属活用事例

DX推進室DX戦略事業の進捗管理

DX推進室手続きのオンライン化の進捗管理

DX推進室大津市LINE公式アカウントの配信依頼

広報課広報おおつへの掲載依頼

人事課在宅勤務申請

建築指導課生活道路整備事業

収納課滞納整理、債権管理

成果①:プリザンターにより様々な所属業務のBPRを推進
成果②:利用促進・最適活用のために職員向け研修の実施
成果③:指標「年間業務削減時間」の目標達成

R６目標値:240時間/年
R６実績値:10,465時間/年

予定 :好事例を共有し、研修・伴走支援を充実させていく。

など他にも多数活用

11.6

22.6

50.6

64.4

60.1

0 20 40 60 80

R6予算額:0円、決算額:0円

［２］進捗管理・評価
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・令和7年度は新規事業を加え88事業を推進していく。

Lake Biwa

関連事業数
（増減数）

主要事業数
（増減数）

DXの取組テーマ

691 手続きのオンライン化の拡充

132 窓口や施設のキャッシュレス決
済の拡充

22223 市民接点の多様化・高度化

7194 ローコードツールやRPA、各種
ツールを活用したBPRの推進

115 テレワークの推進

316 ペーパレス化

117 市民の行政参画手法の多様化

328 マイナンバーカード利活用の促
進

959 情報発信・提供の最適化

0210 中小企業・小規模事業者のDX推
進支援

0211  農林水産業におけるDX推進支援

1112  デジタルデバイドの解消

2113 オープンデータの推進

5414 自治体保有データの利活用

0115 産学と連携したデータの利活用

関連事業数
（増減数）

主要事業数
（増減数）

DXの取組テーマ

1116 自治体情報システムの標準化・
共通化

45017 外部クラウドサービス（SaaS)
の活用

9118 AI活用の推進

6719 デジタル化を支えるインフラの
整備・サービスの維持

2120 先端技術の活用領域の調査・検
討

31
21 情報セキュリティ体制の強化

40
22 適正な情報セキュリティルー

ル・対策・運用の維持

2123 DX人材の育成

1124  外部デジタル人材の活用

3025 アイデア創出・実行のための組
織横断的な取組の推進

51

26 EBPMによる政策立案・評価・
改善の運用

令和7年度のDX戦略事業について
［２］進捗管理・評価
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(+1)

(+1)
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Lake Biwa

新規事業について
・新規事業として8事業を追加（別添：資料1-2の赤塗参照）
・新規に事業を開始するもの（6件）、既に実施中の事業をDX戦略事業に位置づけたもの（2件）

［２］進捗管理・評価
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重点分野の推進
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(A)

(H)
(I)

(G)

B
(C)

(F)(E)

(J)

(D)

(K)

・「母子保健、児童福祉、教育をつなぐ電子システムの構築に向けた検討」で試行的に検討
・各業務の情報やデータの繋がりの現状やあるべき姿を体系的に整理していく。

Lake Biwa

［３］子ども分野の試行事業の選定

整理イメージ

〇〇情報の提供△△情報の提供

現状

あるべき姿

電子カルテ
システムで
できること

データ項目名
ファイル・帳票名等連携手法時期タイミング連携情報総称連携先業務名連携元業務名記号

N7654321

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊伝送データ3/6/9/12月の月初３ヶ月に1回～～情報の引継う業務あ業務A

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊〇〇連絡票紙データ異動時即時随時＃＃情報の都度提供い業務あ業務B

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊△△ファイルデータ3/9月の月末６ヶ月に1回～～情報の引継い業務あ業務C 25



令和7年度

7月～

課題のヒアリン
グ・モデル策定

令和8年度

ロジックモデル
勉強会の実施

実施～検証

実施～検証

・子ども分野は「母子保健、児童福祉、教育をつなぐ電子システム」において、各業務の
情報やデータの繋がりを可視化することに適用し、検証していく。

移動

防災

子ども

福祉

健康・
社会保障

子ども分野以外

Lake Biwa

課題のヒアリング・モデ
ル策定

課題のヒアリング・モデル策定

課題のヒアリングモデル策定

実施～検証

実施～検証

実施～検証

・子ども以外の分野についても適用可能性が高い事業を検討し検証していく。

今後の進め方
重点分野の推進
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ポケットおおつについて
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マイナンバーカード登録 メールアドレス登録 累計登録者数
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市内・市外登録者数（メールアドレス登録含む。）

うちマイナンバーカード登録者数

2,219 

179 

市内 市外
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内容の充実機能の拡充登録者の増加
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3．生成AIの利用について
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Lake Biwa

 文章・条件を基に作文・要約・
校正等をさせる

 対話を重ねて発想に使う

 業務のアドバイスをさせる

 案出しをさせる

 Excelの関数を作らせる

 定型文を作らせる

↑デスクトップ版LoGoチャットのトーク画面

職員からの指示文

生成AIによる返答

職員の業務負担を軽減し、専門的な業務に専念できる環境を整え、行政事務の
効率化と市民サービスの向上を目指す。

令和７年４月から、LoGoチャット内で生成AI（ChatGPT-4o）の運用を開始
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Lake Biwa
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Lake Biwa
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Lake Biwa
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Lake Biwa
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Lake Biwa

23%

56%

14%

7%

0.5時間以下 1～2時間 2.5～4時間 5時間以上
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Lake Biwa
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